
 

 

いわて未来づくり機構 
令和５年度第３回ラウンドテーブル 

 

日時 令和６年２月２日(金)15:00～17:00 

会場 ホテルメトロポリタン盛岡 NEW WING  

メトロポリタンホール 

 

次 第 
 

１ 開 会 

２ 講 演 

  「なぜ、いま、地域はＤＸをしないといけないのか」 

講師 岩手県立大学 学長特別補佐 松野 茂樹 氏 

３ ディスカッション  

テーマ「地域のＤＸ推進」 

４ その他 

５ 閉 会  



 

出席者 
 

【講師】岩手県立大学 学長特別補佐 松野 茂樹 氏 

 

【ラウンドテーブルメンバー】 

氏  名 所  属 ・ 職  名 

谷 村  邦 久 岩手県商工会議所連合会会長、みちのくコカ・コーラボトリング株式会社代表取締役会長 

田 口  幸 雄 

（ 欠 席 ） 
一般社団法人岩手経済同友会代表幹事、株式会社岩手銀行代表取締役会長 

米 谷  春 夫 大船渡商工会議所会頭、株式会社マイヤ代表取締役会長 

小 川   智 岩手大学学長 

鈴 木  厚 人 岩手県立大学学長 

達 増  拓 也 岩手県知事 

 

【企画委員】 

氏  名 所  属 ・ 職  名 

宮 野  孝 志 

（ 委 員 長 ） 
岩手県立大学副学長(総務)兼事務局長 

菊 池  透 岩手県商工会議所連合会専務理事 

菊 地  文 彦 株式会社岩手銀行取締役常務執行役員 

藤 代  博 之 岩手大学理事（総務・戦略企画担当）兼副学長 

小 野  博 岩手県政策企画部長 



 

【作業部会座長】 

作業部会 氏  名 所  属 ・ 職  名 

医療福祉連携作業部会 小 川  晃 子 岩手県立大学名誉教授 

かけ橋作業部会 森  昌 弘 岩手県ふるさと振興部県北・沿岸振興室沿岸振興課長 

復興教育作業部会 
本 山 敬 祐 

（ 欠 席 ） 
岩手大学教育学部准教授 

いわて復興未来塾作業部会 大 畑  光 宏 岩手県復興防災部副部長兼復興危機管理室長 

イノベーション推進作業部会 藤 原  由 喜 江 岩手県ふるさと振興部科学・情報政策室長 

子育て支援作業部会 庄 司  知 恵 子 岩手県立大学社会福祉学部准教授 

地域公共交通作業部会 
宇 佐 美  誠 史 

（ 欠 席 ） 
岩手県立大学総合政策学部准教授 

分野間連携による農林水産業

振興作業部会 
水 野  雅 裕 岩手大学理事（研究・地域連携担当）兼副学長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

いわて未来づくり機構 令和５年度第３回ラウンドテーブル講演 

 

講 師 略 歴 

 

 

岩手県立大学 学長特別補佐  

松野 茂樹 氏 

 

1963 年東京生まれ。 

株式会社シグマプラス 代表取締役社長 

株式会社チェンジホールディングス シニアエグゼクティブ アドバイザー 

公立大学法人 岩手県立大学 学長特別補佐 

国立大学法人 信州大学 情報・ＤＸ推進機構 ＤＸ推進センター 特任教授 

公立大学法人 長野県立大学 大学院 講師 

 

1985 年、国際電信電話(株)（現：KDDI）入社。2016 年 KDDI の役員（理事）に就任。 

M&A・ベンチャー支援・地方創生・DX人材育成などを担当する。 

2023 年 3月 KDDI を退任し、株式会社シグマプラスを設立し、Ｍ＆Ａ、ＰＭＩ、ベンチャー支援、 

オープンイノベーション、地方創生、人財育成などのアドバイザーとして活動中。 

 

2023 年７月から岩手県立大学の学長特別補佐に就任。 

データサイエンス・リカレント教育や学内ＤＸなど、岩手県立大学が企画する複数プロジェクトの推進に 

向けて、アドバイザーを務めている。 
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「なぜ、いま、地域
はＤＸをしないと

いけないのか？」

そして・・・

岩手県立大学 学長特別補佐
松野茂樹
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松野茂樹 Shigeki MATSUNO

公立大学法人 岩手県立大学 学長特別補佐

国立大学法人 信州大学
情報・DX推進機構 DX推進センター 特任教授

株式会社チェンジホールディングス
シニアエグゼクティブアドバイザー

株式会社シグマプラス 代表取締役社長

23年3月をもって、KDDI株式会社 理事 および
KDDIラーニング株式会社 代表取締役社長を退任

2

自己紹介

KDDI時代はベンチャー企業を含む企業への出資・M&A、地方創生、
人材育成（特にDX人材育成など）を担当
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2019年7月25日
岩手県立大学とKDDI、地域産業の高度化に向けた包括的連携協定を締結

3
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2023年9月11日・12日
岩手県立大学地域DX推進セミナー

4
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2023年9月11日・12日
岩手県立大学地域DX推進セミナー

https://www.youtube.com/wat
ch?v=twH6VlUua5w&t=2874s

5

https://www.youtube.com/watch?v=twH6VlUua5w&t=2874s
https://www.youtube.com/watch?v=twH6VlUua5w&t=2874s
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菅原直敏氏

磐梯町最高デジタル責任者
愛媛県市町DX統括責任者

和歌山県・市町村DX総括アドバイザー

https://www.soumu.go.jp/main_content/000866453.pdf

2019年11月 福島県の人口3000人規模の小さな町、磐梯町で日本初の自治体の最高デジタル責任者
（CDO：Chief Digital Officer）に就任。オンラインで東京を始め全国の多彩で有能な人材を磐梯町のデ
ジタル変革に係わらせることに成功し、磐梯町を一躍、DXの好事例として注目されるようにした。
2022年度からは愛媛県の県と20の全市町が連携してDXを推進していくという「チーム愛媛」でのDXを進める
中心人物としても活躍。県市町の首長・幹部・職員・議員へのDX研修なども実施。

岩手県に熱い思いをもっている

https://www.soumu.go.jp/main_content/000866453.pdf
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2023年9月11日・12日
岩手県立大学地域DX推進セミナー

https://www.youtube.com/
watch?v=ZUgrIhTNY-U

7

https://www.youtube.com/watch?v=ZUgrIhTNY-U
https://www.youtube.com/watch?v=ZUgrIhTNY-U
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なぜ、今、地域はDXを
しないといけないのか

8
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DXとは何︖

9
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DX ではなくて

D
デジタル変革 ＿＿＿変革
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D
「何によって」、変えるかよりも「何を」変えるか
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DX 「何によって」、変えるかよりも「何を」変えるか

問題（イシュー）を解決するため
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なぜ問題は生じたのか？

時代の変化
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Now, here, you see, 
it takes all the running you can do, 
to keep in the same place.
「その場にとどまるためには、
全力で走り続けなければならない」

赤の女王のセリフ ルイス・キャロル 「鏡の国のアリス」より

変化に対応しなければ、生き残れない

14
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２０世紀（昭和）とは違うこと

20世紀 昭和 21世紀 令和
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現代は２つの大きな変化

１．確実に起こる「人口の減少」 ２．その他のことはVUCA

これに対応していかなければならない



© 2024 Shigeki MATSUNO© 2024 Shigeki MATSUNO

日本全体の問題

少子高齢化

労働人口減
消費人口減

17

産業の空洞化

人口減

１．確実に起こる「人口の減少」
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人口減は「事実」
（もはや「課題」ではない：緩和はできるが解決できない）

労働人口減
（高齢化・若者人口の流出）

労働者の確保が困難に

中小企業の
事業継続が困難に

消費人口減
（高齢化・若者人口の流出）

既存商圏での売上減

地域に良い条件の雇用がない

地域の生活がより厳しくなる
若者人口の流出

18
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解決すべき課題はこの部分

労働人口減
（高齢化・若者人口の流出）

労働者の確保が困難に

中小企業の
事業継続が困難に

消費人口減
（高齢化・若者人口の流出）

既存商圏での売上減

地域に良い条件の雇用がない

地域の生活がより厳しくなる

若者人口の流出

19

DXで解決
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人手不足への対処＝DXしかない

2022年度中小企業白書
20
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既存商圏の売上減への対処＝DXしかない

グローカル企業になる インバウンドマーケティング

21
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問い（イシュー）

確実に起こる「人口の減少」の結果として何が起きるのか

これらの課題に確実に対応していかなければならない

本日は、この後、ディスカッションの時間があり、各界における「DX推進の現状と課題」について、
お話いただこうと思っていますが、その際、ぜひ、各界における「DXで解決すべき課題は何か」という点に
ついても触れていただきたいと思っております。
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 路線バス・鉄道

 タクシー・代行運転

 トラック運送事業

 公共インフラ（道路・橋梁・隧道・上下水道・電気・通信・ごみ収集） → 運営維持と老朽化対策

 警察・消防・救護

 医療機関・介護機関

 スーパーマーケット・ガソリンスタンド・郵便局・銀行

 学校・幼稚園・保育所

 町役場・村役場

 事業所

 耕作放棄地・森林保全・空き家

人口減によって対処を求められるサービス分野の例
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解決方法：「人手をできるだけ使わずに必要なことだけを行うこと」

24

必要ではないことを「やめる」
Discord

やり方を見直して、効率的なやり方に「変える」
Design

ほぼ起きないことは「捨てる」。
１００％を目指さない。諦める。
「リスク」管理について理解する。

アナログで変える
（たとえばプロセス）

Design

「先例主義からの脱却」

Data
デジタルで変える

Digital

「デジタル」は目的ではなく、解決手段の一つ

「リーダーの決断」

ポイント
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D

デザインによる変革 廃棄（Discard）による変革

データによる変革 デジタルによる変革
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デジタル技術は「手段」であって、目的ではない 「何をしたいか」を明確に

デジタル技術の活用で重要なのは、技術の理解ではなく、技術の使いやすさ 「UXデザイン」が重要

「全員が使うこと」が重要      一人が使わないことで価値や効率が激減する

2023年9月12日の菅原直敏さんの講演資料を元に松野作成

３つの大切なこと
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人口減に対応するために
何が課題なのか、何を変えなければならないかを
真剣に考えて、改革により対処するため

27

◆解決方法はデジタルである必要はない。

◆やり方を設計しなおす（Design）ややめること（Discord）も重要な選択肢

◆データ（Data）で把握することで「検証→意思決定」をしやすくする

１つ目の理由
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現代は、VUCAの時代

28

V : Volatility  変動性
U： Uncertainty 不確実性
C : Complexity 複雑性
A : Ambiguity  曖昧性

正解がわからない ジャングルや迷路の中を歩くようなもの
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２０世紀（昭和）とは違うこと

20世紀 昭和 21世紀 令和
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正解がわからない時代に正解を見つけるには

30

I have not failed. I’ve just found 10,000 ways 
that won’t work.

私は失敗したことがない。ただ、1万通りの、うまく行かない方法を見つけ
ただけだ。

 

- Thomas Edison （トーマス・エジソン） -

 

早く成功するためには、できるだけ早く多くの小さな失敗をすること FAIL FAST
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PDCAサイクル と OODAループ

31

PLAN
（計画）

DO
（行動）

CHECK
（評価）

ACTION
（対処）

ほぼ、正解がわかっていて、
環境がほとんど変わらないことが前提

正解がわからないとき・変化が激しい時のやり方
PDCAより回転速度が速い

OBSERVE
（観測）

ORIENT
（方向づけ）

DECIDE
（決定）

ACT
（行動）
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２０世紀（昭和）と２１世紀（令和）の違い
２０世紀（昭和） ２１世紀（令和）

仕事の
ツール

FAX スマートフォン

電子メール 紙での告知 LINE SLACK ＳＮＳ その他アプリ

デスクトップＰＣ タブレット端末 ノートＰＣ

会議室に集まっての会議 リモート会議

テレビCM 新聞広告 ネット広告 ＳＮＳでのプロモーション

ＰＣのスタンドアロン利用 ＰＣ等のクラウドでの利用

数度の会議や上司による資料の改良 AIツールの活用による資料の改良

目視と手書きによるデータの転記 ＲＰＡなどを使ったオンラインでのデータ収集

仕事の
やり方

失敗を許さない組織文化 失敗を許容してスピードを重視する組織文化

完璧な計画と実行による完成 アジャイルな対応による進化

オフィス・組織内での仕事重視 外部情報と現場情報の重視

オフィスに出社しての仕事 自宅や外出先でのリモートワーク

過去の成功体験に基づく仕事 客観的データに基づく仕事（常に進化して検証）

上司は指示・命令するのが役目 上司は変革を支持・支援するのが役目

定型フォーマット・文書での依頼 デザイン思考・行動経済学の援用（ナッジ等）
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２０世紀（昭和）からやっていることを見直してみましょう

20世紀 昭和 21世紀 令和
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Now, here, you see, 
it takes all the running you can do, 
to keep in the same place.
「その場にとどまるためには、
全力で走り続けなければならない」

赤の女王のセリフ ルイス・キャロル 「鏡の国のアリス」より

変化に対応しなければ、生き残れない

34
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２つ目の理由

世界の変化「正解のない時代」に対して
ＤＸを契機に人と組織が変わる必要

35

◆DXを契機に「正解のない時代」に対応できる人と組織になっていく

◆「正解のない時代」にはデータを使ってOODAループを回していく必要

◆オープンイノベーションなどについてもデジタルツールを使うことでやりやすく
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Chat GPTなどの
「生成系AI」がもたらす革命
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生成系AI（Generative AI） のいろいろ

画像作成

https://makeavideo.studio/

動画作成

https://stablediffusionweb.com/ https://phenaki.video/

https://vall-e.io/

音声作成 文章作成

https://openai.com/research/whisperhttps://openai.com/blog/chatgpt

https://www.midjourney.com/home/

https://readspeaker.jp/

その他、楽曲作成など、さまざま 37

https://makeavideo.studio/
https://stablediffusionweb.com/#demo
https://phenaki.video/
https://vall-e.io/
https://openai.com/research/whisper
https://openai.com/blog/chatgpt
https://www.midjourney.com/home/
https://readspeaker.jp/
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学者もびっくりした
「大規模言語モデルにおける創発現象（Emergent Phenomena）」

多段階の算術演算を
実行する能力

大学レベルの試験に
合格する能力

文脈内の単語の意図された
意味を特定する能力

https://ai.googleblog.com/2022/11/characterizing-emergent-phenomena-in.html

LLMのAIモデルでは学習量が⼀定の閾値を超えると劇的に能力が急上昇するということが判明！

38
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OpenAI社の大規模言語モデルの進化

2018年6月11日 GPT-1 （Generative Pre-trained Transformer） パラメータ数 1億1700万

2019年2月14日 GPT-2 パラメータ数 15億

2020年6月11日 GPT-3 パラメータ数 1750億

2022年3月15日 GPT-3.5 パラメータ数 1750億？（非公表）

（2022年11月30日 ChatGPT リリース （GPT-3.5を使用し、教師あり学習とRLHFでファインチューニング）

2023年3月14日 GPT-4 パラメータ数 １兆個？（非公表）

2015年12月11日、サム・アルトマン、イーロン・マスクらによってOpenAI Inc.がサンフランシスコで設立

https://www.namepepper.com/chatgpt-users を参照

パラメータ数は確率計算をする為の係数の集合体の大きさを表す。数字が大きいほど高度なデータ処理が可能

39

https://www.namepepper.com/chatgpt-users
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2022年 「生成系AIの革命年」 The Year of Generative AI
2022年7月13日 Midjourney オープンベータ版への移行を発表
2022年8月22日 Stable Diffusionの初版リリース
2022年10月17日 Stable DiffusionのStability AI社がベンチャーファンドから１億100万米ドルを調達
2022年11月30日 ChatGPTがプロトタイプとして公開

2023年3月14日  GPT-4 リリース

2023年3月30日 Future of Life Instituteが、強力なAIシステムの開発を少なくとも6か月間停止するよう
要求することを発表。（イーロン・マスク、スティーヴ・ウォズニアック、エヴァン・シャープなども賛同を表明）

2023年4月3日 東京大学の太田邦史・理事・副学長（教育・情報担当）が「生成系AI（ChatGPT, BingAI, Bard,
Midjourney, Stable Diffusion等）について」という論考を発表

2023年5月20日 G7広島サミット首脳宣言で生成系AIへの対処として「広島AIプロセス」 （閣僚間議論の実施）を発表

2023年3月20日 トランプ大統領が逮捕されるというフェイク画像がTwitterに投稿。世界中に拡散

2023年4月18日 横須賀市が自治体初のChatGPTの全庁的な活用実証を開始（6/5中間報告）

2023年5月25日 ChatGPTのiOSアプリのリリース（米国では5/18）

2023年2月6日 Googleが「Bard」を発表

2022年12月21日 ChatGPTについてGoogle幹部がCode Redを宣言したことをNew York Timesが報道
2023年1月6日 MicrosoftがOpenAIに約100億米ドルを追加投資することがBloombergで報道

2023年5月23日 Microsoftの検索エンジンBingをChatGPTに統合することを発表

2023年4月10日 OpenAIのサム・アルトマンCEOが来日し、岸田首相と面会

2023年3月16日 Microsoft、Microsoft 365 Copilotを発表
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STABLE DIFFUSION https://stablediffusionweb.com/#demo

41

https://stablediffusionweb.com/#demo
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2015年12月時点 野村総研の予測で
AI・ロボットにより代替されないとされていた職業
アナウンサー・グラフィックデザイナー・シナリオライター・
マーケティングリサーチャー・フリーライターなど

（アーティスティックな技能者やクリエイターの仕事）

42

2023年の米国ゴールドマン・サックスのレポートでは
軒並みAIによって影響を受けるとされ、米国では現在の職務（Work Task）の
1/4、現在の業務量（Workload）の約2/3ががAIによって自動化される。

ただし、「影響を受ける」が「奪われる」わけではなく、「補完」

生成系AIによる仕事の変化
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ChatGPTはAIやプログラミングの「民主化」

誰でもが使いこなすことで「有能」になれる

下剋上
（誰でも使いこなせば「有能」に。
「有能」と思われていた人が「平均」に。）
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生成AIによってホワイトカラーに何が起こるのか（仮説） STEP０

本当にクリエイティブな
トップの専門家

有能とされていた
スタッフ

ちょっとだけ
有能な専門家

普通の人たち
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生成AIによってホワイトカラーに何が起こるのか（仮説） STEP1

本当にクリエイティブな
トップの専門家

有能とされていた
スタッフ

ちょっとだけ
有能な専門家

普通の人たちA
I

A
I

A
I

A
I

A
I

A
I

AIを使いこなす術を身につけた人 AIを使いこなす術を身につけなかった人
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生成AIによってホワイトカラーに何が起こるのか（仮説） STEP2

本当にクリエイティブな
トップの専門家

有能とされていた
スタッフ

ちょっとだけ
有能な専門家

普通のひとたち

A
I

A
I

A
I

A
I

A
I

A
I

希少価値がなくなって
（誰でもできる仕事になって）価値が下がる

平均以下の仕事しか
できないため
価値が下がる
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ホワイトカラーには厳しい時代がやってきた
DXを身につけなければ「平均」以下に

47
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DX人材育成のためには継続的な実践・学習と知識の更新の環境が不可欠

実際に使って
試せる環境

常に新しいことを学べる環境
（継続的な学び）

更新実践によるトライ＆エラー

人財の
成長（価値創造）と
ウェルビーイング

48

こういう職場でなければ
人が採用できない。

特にUターン Iターンは絶望的
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３つ目の理由

AIを含めて新しい技術を使わない職場は
人が採用できなくなる。

49
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全体のまとめ

生成系AIはこれまでのAIより
も労働環境を大きく変える力
を持っている。

常に新しいAIなどのテクノロ
ジーに触れて、学習し続けるこ
とが非常に重要。

DXをやらない職場・新しい
テクノロジーを学べない職場で
は人が採用できなくなる

50

日本の人口が減っていく中、
地方では生活基盤や産業が
人手不足で維持できない。

人口が増えるというのは、
ありえない。

労働人口減・地域商圏の縮
小については、ＤＸでそれを解
決するという方策しかない。

地域の企業・地域の高等教育機関・県を含めた自治体の連携によってDXを地域に根付かせる

現在の世の中は「正解のない」
VUCAの時代。

この時代に対応するためにDX
を契機に仕事のやり方を変える
必要。

過去の経験が役に立たないた
めデジタルツールを使ったすばや
いデータ分析やオープンイノベー
ションなどが必要
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ご清聴ありがとうございました
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以下 参考資料
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53

“SOCIETY 5.0”（2016～2020）から“DIGIDEN”（2023～2027）へ
「テクノロジーによって、社会課題（労働人口の減少など）の解決をすることによって、サステナブルな社会を作り
それを日本の産業の強みにしていく。これによって経済発展と社会課題の解決を両立する。」
• Society5.0として提唱された考え方が「デジタル田園都市国家構想」に引き継がれている。

地方のデジタル実装を下支え

53
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自治体DX推進計画（総務省 2022年9月改定）

政府決定（ビジョン）

デジタルの活用により一人ひとりのニーズに合ったサービスを選ぶことができ、多様な幸
せが実現できる社会 ～誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化～

「デジタル社会の実現に向けた改革の基本方針」（2020年12月25日閣議決定）

自治体ＤＸの目的

 自らが担う行政サービスについて、デジタル技術やデータを活用して、住民の利便性
を向上させる

 デジタル技術やAI等の活用により業務効率化を図り、人的資源を行政サービスのさら
なる向上につなげていく

 DXを推進するに当たっては、住民等とその意義を共有しながら進めていくことも重要。

 データは価値創造の源泉。共有データの様式の統一化等を図り、多様な主体によるデータの円滑
な利用を促進することによって、EBPM （Evidence-Based Policy Making）等により行政の効率化・高
度化を図る。

 多様な主体との連携により民間のデジタル・ビジネスなど新たな価値等が創出されることにより、
我が国の持続的かつ健全な発展、国際競争力の強化にも繋がっていくことが期待される。
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人口3000人の磐梯町(ばんだいまち）で起きたこと
福島県耶麻郡磐梯町
面積 59.77㎢ （境界未定部分あり） 平泉町＞「磐梯町」
総人口 3,147人 （推計人口、2023年12月1日） 野田村＞「磐梯町」＞田野畑村

2019年1月   当時町議だった佐藤淳一氏（現町長）と菅原氏がイベントで出会う

2019年6月   佐藤淳一氏が町長に当選

2019年11月   日本で最初の自治体の「最高デジタル責任者（CDO：Chief Digital Officer）」に菅原氏が就任

2019年11月   幹部職員向けDX初期研修会を開催

2019年12月／1月 一般職員向けDX初期研修会（2回）を開催

2020年3月   「総合計画」を変更

2020年7月   「デジタル戦略室」設置(3年間の期限付き 各課横断組織)   「デジタル戦略」策定

2020年11月   「デジタル変革審議会」と「官民共創・複業・テレワーク審議会」を設置、開催
 現在までに それぞれ17回、１８回開催

2021年5月  職員向けDXオンライン勉強会を開催（現在までに

2021年7月   「デジタル戦略」改定（第2版）

2022年4月  「日経自治体DXアワード部門賞」を受賞

2022年8月 「「旅する公務員」実証事業 開始（現在までに16次）

2023年6月   「日本DX大賞」で特別賞受賞
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2025年度
R7FY

2024年度
R6FY

2023年度
R5FY

2022年度
R4FY

（参考） 国の取り組みと自治体DX推進計画

2021年度
R3FY

2020年度
R2FY

デジタル社会の実現に向けた
改革の基本方針
2020年12月

デジタル田園都市国家構想
2022年12月

自治体DX推進計画改定
総務省 2022年9月

「デジタル社会の実現に
向けた重点計画」
閣議決定 2021年12月

「デジタル臨時行政調査会」創設
2021年11月

「デジタル・ガバメント実行計画」
閣議決定 2020年12月
「自治体DX推進計画」策定
総務省 2020年12月

2022年6月
「経済財政運営と改革の基本方針2022（骨太の方針2022）」閣議決定
「デジタル社会の実現に向けた重点計画」改定（閣議決定）
「デジタル田園都市国家構想基本方針」
「デジタル原則に照らした規制の一括見直しプラン」

「自治体DX推進手順書」
策定 総務省

2021年7月

デジタル社会形成基本法・標準化法施行、
デジタル庁が発足 2021年9月

「デジタル社会の実現に
向けた重点計画」改定
閣議決定 2023年6月

自治体ＤＸ推進手順書改定
総務省 2023年1月
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磐梯町議会

2019年10月 議会全議員協議会にてDXについて勉強会を開催

2020年3月 議会全員協議会においてオンライン会議システムを
   活用して「デジタル変革戦略室」について説明

2020年4月 地方議会のオンライン開催についての取り組み開始

2020年5月 磐梯町議会デジタル変革検討委員会を開催（2回）

2020年5月 磐梯町議会のオンライン開催等に向けた提言書が
   議会で承認

2020年6月 6月定例会においてオンライン常任委員会開催
2020年9月 9月定例会においてオンライン常任委員会開催

磐梯町 議会だより令和２年7月号より
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OODA ループの採用 など（仕事のやり方変革）
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磐梯町役場 「DX戦略の什の掟」

一、住民本位でなければなりませぬ

一、誰一人取り残してはなりませぬ

一、言葉や他者に踊らされてはなりませぬ

一、本当の価値を評価しなければなりませぬ

一、できない理由を並べてはなりませぬ

一、行動し、挑戦しなければなりませぬ

一、失敗を責めてはなりませぬ

一、データ・事実と結果を軽視してはなりませぬ

一、目的と手段を取り違えてはなりませぬ

一、感謝し、他の模範とならねばなりませぬ

ならぬことはならぬものです
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磐梯町役場 「従来のやり方にとらわれない人事」

デジタル変革戦略室

リモート・副業人材
（日本で最高レベルの
人材を集めた）
・ 渋谷QWS

各課からの兼務者

ふるさと地域協力隊

磐梯町ホームページ：https://www.town.bandai.fukushima.jp/uploaded/attachment/3197.pdf

県外在住者

https://www.town.bandai.fukushima.jp/uploaded/attachment/3197.pdf
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磐梯町役場 「従来のやり方にとらわれない人事」

磐梯町デジタル変革審議会

磐梯町ホームページ：https://www.town.bandai.fukushima.jp/site/dx/digital_shingikai20230401.html

オンラインで日本全国にいる多彩な人材とつながる２つの審議会

県外在住者

https://www.town.bandai.fukushima.jp/site/dx/digital_shingikai20230401.html
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磐梯町役場 「従来のやり方にとらわれない人事」

磐梯町ホームページ：https://www.town.bandai.fukushima.jp/site/dx/kanminkyousou__shingikai_000.html

磐梯町官民共創・複業・テレワーク審議会

県外在住者

https://www.town.bandai.fukushima.jp/site/dx/kanminkyousou__shingikai_000.html
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磐梯町役場のホームページから （岩手県関係者の視察）

磐梯町ホームページ：https://www.town.bandai.fukushima.jp/uploaded/attachment/3197.pdf

2023年8月31日 岩手県若手職員の皆様4名が磐梯町のデジタル変革の取り組みを視察
https://www.town.bandai.fukushima.jp/site/dx/online_shisatsu_202308_01.html

2023年11月30日 岩手県南地区町議会議長会（金ヶ崎町議会・西和賀町議会・平泉町議会・住田
町議会）の皆様12名が磐梯町DXの取り組みを視察
https://www.town.bandai.fukushima.jp/site/dx/online_shisatsu_20231130.html

https://www.town.bandai.fukushima.jp/uploaded/attachment/3197.pdf
https://www.town.bandai.fukushima.jp/site/dx/online_shisatsu_202308_01.html
https://www.town.bandai.fukushima.jp/site/dx/online_shisatsu_20231130.html
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愛媛県デジタル総合戦略

愛媛県ホームページ：https://www.pref.ehime.jp/h12110/documents/dxsenryaku-2023-g.pdf

ビジョンとして行政のDX、暮らしのDX、産業のDXという３つの分野で5年後の目指すべき姿を決め、進めていく。

https://www.pref.ehime.jp/h12110/documents/dxsenryaku-2023-g.pdf
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愛媛県デジタル総合戦略

チーム愛媛 Note ：https://ehime-pref.note.jp/n/nf3cb0883ef4f

特に県と２０の全自治体が連携してDXに取り組む。そのために全自治体の首長・幹部・職員・議員向けの研修を実施。

https://ehime-pref.note.jp/n/nf3cb0883ef4f
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